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「英語教育学入門A・B」 

• 外国語学部英語学科の１年次・自由科目	  
• Aが前期・Bが後期	  
• 今年度の履修者数  105名	  
• 教材　英語の歌（A・Bそれぞれ８曲）	  
• 内容　実際に歌うトレーニングをする	  
• 目的	  

• （主）発音技能を鍛え、音節感覚を養う	  
• （副）歌詞の語彙を学習し、文法を補強する 



授業のラショナールの説明 
英語の歌を歌おうとすることで、英語リズムの鍵であ
る英語式の音節の発音方法が身につく。英語の歌は
、発音の矯正器具（＝正しい発音を強制する器具
）だ。	  
	 
理由：歌詞の音節（の数）はメロディの音符（の数）
と原則として一致している。	  
 
→ 英語としての音節を守らないカタカナ式の読み方
だと、メロディの音符と合わなくなる 
→ メロディの音符に合わせようとするとカタカナ読
みをやめ英語の音節を守らざるを得なくなる	  



歌詞と和訳はこちらで用意 



音源はYouTube映像を加工 

• 画面を見ながら歌えるように、大きく歌詞を入
れる 



１コマの手順（２週で１曲） 

• （予習でその日の曲の歌詞を手書きして持参）	  
• ５分：前回の曲の歌詞で小テスト（→個人得
点）	  

• ２０分：その日の曲を全体練習	  
• １５分：グループ毎の練習を見回り	  
• ４５分：グルグル（→グループ得点）	  
• ５分：仕上げで全員で歌う 



「グルグル」とは 

• ４人グループ（自分たちで決めた）	  
• 歌う箇所（ひとつづきの４行）は教員が指定	  
• 「仕上がった」ら、教員のところにきて歌詞を
見ずに歌う	  

• ４人ともノーミスなら◯（→40点、また列の後
ろにつき次の箇所を）	  

• 一人でもミスしたら☓（→0点、また列の後ろ
につき再度挑戦）	  

• これを時間の限り繰り返す 



毎回、自分で集計・提出 

• 個人得点（小テスト）＋グループ得点（グルグ
ル）＝きょうの合計得点 



前期に扱った曲 

1.  You	  belong	  with	  me	  (Taylor	  Swi<)	  
2.  My	  heart	  will	  go	  on	  (from	  Titanic)	  
3.  One	  thing	  (One	  DirecEon)　←ビデオ	  
4.  The	  rose	  (BeGe	  Midler)	  
5.  Roar	  (Katy	  Perry)	  
6.  Smile	  (Charlie	  Chaplin)	  
7.  Let	  it	  go	  (from	  Frozen)	  
8.  Loser	  like	  me	  (Glee) 

スローな曲と、アップテンポな曲	  
古い曲と、新しい曲を組み合わせ 



前期を終えて学生のコメント 

.	  .	  .	  授業は楽しく、一度も欠席することなく前期を終え
る事ができました。もとから洋楽を歌うことが大好き
なので、何曲か元から歌える曲はありましたが、LとR
の発音やthの細かい舌や息の使い方まで気にしたこと
がなく、ぐるぐるで引っかかることが何度もありまし
た。でも、それを繰り返していくうちに、普段洋楽を
歌うとき以外の発音でも自然とthやL,	  Rの発音が出てく
るようになり、ほかの授業の暗唱テストの時も、発音
を褒められました。 



前期を終えて学生のコメント 

楽しんで学ぶということは、こういうことなんだな、
と痛感しました。あんな大人数なのに、宗教のように
学生の皆は真面目に楽しそうに取り組んでおり、こん
な一体感のある授業はこの英語教育学入門だけなん
じゃないかな、と思ってます。毎回プリントに歌詞を
書くというきつい課題もありましたし、私の苦手な小
テストもありましたが、毎回全力で取り組みました。
この授業ではフルに努力を発揮できたので、自分を褒
めたいです。 
 



前期を終えて学生のコメント 

.	  .	  .歌を楽しく歌いながら英語の発音を正しく学ぶこと
が出来るなんてすばらしいと思います。ダメなところは
ズバズバと言い良いところは褒めてくれる先生のスタ
イルが私達のやる気を高めてくれました！英語を勉強
している以上正しい英語の発音が出来ないという事は
恥ずかしい事だと思わなければいけなく、学生のうち
に学べる事に誇りをもって授業に参加する事が出来ま
した。後期の授業も楽しみにしております。前期ありが
とうございました！ 



後期に向けて考え中のこと 

• グループメンバーを毎回変えてみたらどうか、
という提案があった .	  .	  .	  	  

• 最終プレゼンテーションのようなものはできな
いか .	  .	  . 


